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（平成25年3月期）
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2012年度第1四半期
 

決算概況

2012年度 2011年度 増減 上期予想 進捗率

億円 億円 億円 ％ 億円 ％

売上高 1,043 1,022 +21 +2.1 2,030 51.4

売上原価 406 373 +32 +8.8 765 53.1

売上原価率 38.9% 36.5% 37.7%

売上総利益 637 648 -11 -1.8 1,265 50.4

販管費 449 421 +27 +6.5 985 45.6

営業利益 188 227 -39 -17.2 280 67.3

経常利益 196 229 -33 -14.6 280 70.1

特別損益 -8 -31 +23 -35 23.7

四半期純利益 108 114 -5 -5.2 150 72.2

※上期予想：

 

2011年度決算発表時（2012年5月8日）に公表した上期業績予想
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事業別売上高
【

 
2012年度第1四半期

 
決算概況】

2012年度 2011年度 増減 上期予想 進捗率

億円 億円 億円 ％ 億円 ％

売上高 1,043 1,022 +21 +2.1 2,030 51.4

（うち海外売上高） (87) (65) (+22) (+34.1) （170） (51.7)

医薬品事業 1,019 997 +21 +2.2 1,995 51.1

国内医療用医薬品 905 897 +7 +0.8 1,775 51.0

海外医療用医薬品 45 46 -1 -2.8 95 47.9

一般用医薬品 13 14 0 -4.9 30 45.2

医薬品その他 54 38 +16 +41.4 95 57.9

その他 24 25 0 -1.5 35 70.5
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医療用医薬品 主要製品売上高

2012年度 2011年度 増減 上期予想 進捗率

億円 億円 億円 ％ 億円 ％

国内医療用医薬品 905 897 +7 +0.8 1,775 51.0
レミケード 179 158 +21 +13.3 370 48.5

タリオン 30 30 0 -0.3 60 50.8

メインテート 36 34 +2 +6.8 70 51.9

クレメジン 31 28 +2 +10.0 60 52.2

テラビック 21 - +21 - 35 61.4

レクサプロ 7 - +7 - 20 37.6

シンポニー 10 - +10 - 20 52.1

ワクチン 61 70 -9 -13.1 130 47.0

（ミールビック） (33) (41) (-7) (-19.2) (60) (56.1)

（ジェービックＶ） (17) (20) (-3) (-14.6) (35) (51.1)

田辺製薬販売取扱品（注） 48 43 +4 +11.1 85 56.9

技術導出契約金等 37 14 +23 +162.5 60 63.0

【

 
2012年度第1四半期

 
決算概況】

重

点

製

品

新
製
品

注：

 

ジェネリック医薬品の他、田辺三菱製薬より移管した長期収載品を含む
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新製品（テラビック、シンポニー）の状況

契約施設数 登録例数

783 5,077



 
テラビック（C型慢性肝炎治療薬）

・

 

2011年11月発売

・

 

適正使用情報の提供を徹底し、全例調査の

 契約・症例登録は着実に進展

2012年6月30日現在



 
シンポニー（関節リウマチ治療薬）

・

 

2011年9月発売（ヤンセンファーマと共同販売）

・

 

4週間に1回の投与と高い有効性、治療の継続

 性が評価され、競合品の上市時と比較し、順調

 な市場浸透

（億円）

累
積
売
上
高
（
薬
価
ベ
ー
ス
）

発売後経過（月）

c 2012 IMS ジャパン（株）

 

出典：2011年9月～2012年6月JPMをもとに作成

 

無断転載禁止
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＊シンポニーの売上高は、ヤンセンファーマとの2社合計
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売上原価・販管費
【

 
2012年度第1四半期

 
決算概況】

2012年度 2011年度 増減 上期予想 進捗率

億円 億円 億円 ％ 億円 ％

売上高 1,043 1,022 +21 +2.1 2,030 51.4

売上原価 406 373 +32 +8.8 765 53.1
売上原価率 38.9% 36.5% 37.7%

売上総利益 637 648 -11 -1.8 1,265 50.4

販管費 449 421 +27 +6.5 985 45.6
研究開発費 169 157 +11 +7.5 380 44.5

人件費 129 126 +3 +2.5 260 49.7

のれん償却額 25 25 0 -0.1 50 50.6

その他 125 112 +12 +11.2 295 42.5

営業利益 188 227 -39 -17.2 280 67.3
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営業外損益・特別損益

2012年度 2011年度 増減 上期予想 進捗率

億円 億円 億円 ％ 億円 ％

営業利益 188 227 -39 -17.2 280 67.3

営業外損益 8 2 +5

経常利益 196 229 -33 -14.6 280 70.1
特別利益 2 - 2 -
特別損失 10 31 -21 35 29.5
投資有価証券評価損 7 - +7

減損損失 1 29 -27

事業統合関連損失 1 - +1

その他 - 2 -2

四半期純利益 108 114 -5 -5.2 150 72.2

【

 
2012年度第1四半期

 
決算概況】
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開発パイプラインの進捗
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開発パイプラインの進捗状況（1）
2011年度決算発表時点（2012年5月8日）からの主な変更点


 

テネリア

 
（MP-513/DPP-4阻害剤）

2型糖尿病

 
国内承認

 
（2012年6月）


 

テトラビック皮下注シリンジ

（BK-4SP／沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリオ（セービン株）混合ワクチン）

百日せき、ジフテリア、破傷風及びポリオの予防

国内承認

 
（2012年7月）

※阪大微生物病研究会が承認を取得、当社は共同開発を実施


 

TA-7284（SGLT2阻害剤）

 
導出先：ヤンセンファーマシューティカルズ

2型糖尿病

 
米国承認申請

 
（2012年5月）

2型糖尿病

 
欧州承認申請

 
（2012年6月）


 

MP-513

 
（DPP-4阻害剤）

 
導出先：ハンドク

2型糖尿病

 
韓国フェーズ３

 
（2012年7月）

2012年度に上市を期待する新製品

海外導出品の進展
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開発パイプラインの進捗状況（2）
2011年度決算発表時点（2012年5月8日）からの主な変更点


 

MP-214

 
（D3/D2受容体パーシャルアゴニスト）

統合失調症

 
国内フェーズ２ｂ/３

 
（2012年5月）


 

MT-1303

 
（スフィンゴシン1リン酸受容体機能的アンタゴニスト）

多発性硬化症

 
国内フェーズ１

 
（2012年5月）


 

レミケード

 
（抗ヒトTNFαモノクローナル抗体製剤）

（効能追加）

 
重症川崎病

 
国内フェーズ３

 
（2012年5月）

（効能追加）

 
小児潰瘍性大腸炎

 
国内フェーズ３

 
（2012年5月）

臨床試験の進展
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「新たな価値を創造しつづける企業」へ
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注意事項

本資料に記載した一切の記述内容は、現時点での入手可能な情報に基づき、

一部主観的前提をおいて合理的に判断したものであり、

将来の結果はさまざまな要素により大きく異なる可能性がございますので、

ご了承ください。


	2012年度第1四半期� 決算概況
	スライド番号 2
	2012年度第1四半期　決算概況
	事業別売上高
	医療用医薬品 主要製品売上高
	スライド番号 6
	売上原価・販管費
	営業外損益・特別損益
	スライド番号 9
	開発パイプラインの進捗状況（1）
	開発パイプラインの進捗状況（2）
	スライド番号 12
	スライド番号 13

